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モジャコ調査速報 No.１ 
                  平成 26年 4月 17 日 

和歌山県水産試験場 
調査日：2014 年 4月 11 日（沿岸定線：樫野埼～駒埼） 
調査船名：きのくに 
調査海域：樫野埼（2～10 ﾏｲﾙ）～梶取埼（6～10 ﾏｲﾙ）～駒埼（2～10 ﾏｲﾙ）～串本東岸の沿

岸（沿岸定線） 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・調査結果の特徴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1． 調査時の黒潮は、室戸岬～潮岬で接岸、熊野灘をほぼ東へ流去している。 

2． 調査海域の表面水温は、16℃台の水温は広く海域を覆うが、黒潮北縁から暖水は梶取埼

に波及している。樫野埼 10 ﾏｲﾙ付近は 18℃台、梶取埼 6～10 ﾏｲﾙ付近は 17℃台である。 

3． 流れ藻の採集は樫野埼 6 ﾏｲﾙ付近の潮目で 5個を採集した。 

4． モジャコの付着状況は、採集した 5個の流れ藻すべてにみられ、合計 225 尾である。 

5． モジャコのサイズ（FL）は、12.1～67.4ｍｍで平均 22.5ｍｍの小型魚である。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 ［海況］ 

4 月 11 日の関東東海海況速報によると、黒潮は室戸岬～潮岬で接岸、熊野灘をほぼ東へ

流去している。熊野灘では黒潮北縁から暖水は梶取埼に波及しているが、比較的単調な海

況である。 

調査船「きのくに」による調査海域の表面水温は、16℃台の水温が広く海域を覆うが、

樫野埼 10 ﾏｲﾙ付近は 18℃台、梶取埼 6～10 ﾏｲﾙ付近は 17℃台である。 

 

 ［流れ藻の分布状況］ 

今回の調査では樫野埼 6 ﾏｲﾙ付近の潮目で小型の流れ藻・チギレ藻を目視できた。このう

ち 5個を採集した。その他の海域では流れ藻を目視出来なく、流れ藻は少ない。 

 

 ［モジャコの付着状況と体長組成］ 

今回の調査では採集した 5 個の流れ藻すべてにモジャコの付着が確認できた。付着数は合

計 225 尾である。流れ藻 1個あたり平均 45尾で、昨年の平均 8.9 尾よりかなり多い。 

魚体の大きさ（FL）は、12.1～67.4ｍｍで、平均 22.5ｍｍであり、昨年の 36.4ｍｍと同

様に小型魚である。採集した流れ藻の大きさは、0.5×0.5ｍ～0.5×1.0ｍで、昨年より小

さい。 



 
         図１ 2014 年 4 月 11 日の関東東海海況図 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 2014 年 4 月 11 日の調査航跡および表層（17m）の流向流速 

       ★流れ藻の採集 



 

表１ 流れ藻の採集状況（2014/04/11） 

 
 

  

図３ モジャコの FL 組成 2014/04/11 

NO. 月日 時間 緯度 経度 水温℃ 藻の大きさ 魚種・個体数

1 4月11日 10:42 33°24.7'N 135°57.4'E 16.8 0.5m×1.5m ﾌﾞﾘ7，ﾒｼﾞﾅ属1，ｻﾊﾞ属2

2 4月11日 10:45 33°24.7'N 135°57.5'E 16.7 0.5m×０.5m ﾌﾞﾘ11，ﾒｼﾞﾅ3，ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲ1，ﾃﾝｼﾞｸｲｻｷ1

3 4月11日 10:53 33°24.6'N 135°57.8'E 16.8 0.5m×０.5m ﾌﾞﾘ23，ﾒｼﾞﾅ属2，ﾒﾊﾞﾙ属2

4 4月11日 10:57 33°24.6'N 135°58.1'E 16.8 0.5m×０.5m ﾌﾞﾘ40，ﾒｼﾞﾅ属3，ｶﾀｸﾁｲﾜｼ(ｼﾗｽ)3

5 4月11日 11:00 33°24.5'N 135°58.2'E 16.8 0.5m×０.5m ﾌﾞﾘ144，ﾒｼﾞﾅ属5，ﾏｱｼﾞ3，ﾊﾅｵｺｾﾞ1



モジャコ調査速報 No.２ 
                  平成 26年 5月 26 日 

和歌山県水産試験場 
調査日：2014 年 5月 23 日（沿岸定線：樫野埼～駒埼） 
調査船名：きのくに 
調査海域：樫野埼（2～10 ﾏｲﾙ）～梶取埼（6～10 ﾏｲﾙ）～駒埼（2～10 ﾏｲﾙ）～串本東岸の沿

岸（沿岸定線） 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・調査結果の特徴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1． 調査時の黒潮は、室戸岬～潮岬で接岸、熊野灘をほぼ東へ流去している。 

2． 調査海域の表面水温は、19～22℃台で、樫野埼 SE6～10 ﾏｲﾙ付近は 22℃台、駒崎 SE6～

10 ﾏｲﾙ付近は 19℃台である。 

3． 流れ藻の採集は樫野埼 SE6 ﾏｲﾙ付近で 3 個、梶取埼 SE6～8.5 ﾏｲﾙ付近で 11 個の合計 14

個を採集した。 

4． モジャコの付着状況は、採集した流れ藻 14個中 13 個にみられ、合計 379 尾である。 

5． モジャコのサイズ（FL）は、14.2～92.9ｍｍで平均 29.8ｍｍの小型魚である。大型魚の

逃避が目視された。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 ［海況］ 

5 月 23 日の関東東海海況速報によると、黒潮は室戸岬～潮岬で接岸、熊野灘をほぼ東へ

流去している。熊野灘では樫野埼から東に延びる潮目がある。黒潮北縁から沖合に 19℃台

の水温が舌状に北上している。 

調査船「きのくに」による調査海域の表面水温は、19～22℃台で、樫野埼 SE6～10 ﾏｲﾙ付

近は 22℃台、駒埼 SE6～10 ﾏｲﾙ付近は 19℃台である。 

 

 ［流れ藻の分布状況］ 

今回の調査では樫野埼 SE6 ﾏｲﾙ付近のチギレ藻を 3個、梶取埼 SE6～8.5 ﾏｲﾙ付近で小型の

流れとチギレ藻を 11 個採集した。これ以外では流れ藻を目視できなかった。 

 

 ［モジャコの付着状況と体長組成］ 

今回の調査では採集した流れ藻・チギレ藻の 14 個のうち 13個にモジャコの付着が確認で

きた。付着数は合計 379 尾である。流れ藻 1 個あたり平均 27.1 尾で、前回 4 月の平均 45

尾より少なくなった。 

魚体の大きさ（FL）は、14.2～92.94ｍｍで、平均 29.8ｍｍであり、前回 4月の 22.5ｍｍ



と同様に小型魚である。採集した流れ藻の大きさは、0.5×0.5ｍ～1.5×2.0ｍで、前回よ

り若干大きい。水温 19℃台で採集した流れ藻では大型魚の逃避が目視でき、このうち No.10

では 90ｍｍ台の大型魚の付着を確認した。 

[その他] 

5 月は 7-8 日に浅海定線（串本～田辺湾～紀伊水道内～串本）、14 日に沿岸定線（串本～市江埼～

瀬戸埼～串本）調査を実施したが、いずれの調査時にも流れ藻の発見には至らなかった。 

   

       図１ 2014 年 5月 23 日の関東東海海況図 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 2014 年 5 月 23 日の調査航跡および表層（17m）の流向流速 

      ★流れ藻の採集 



 

表１ 流れ藻の採集状況（2014/05/23） 

 
 

 

 

図３ モジャコの FL 組成 2014/05/23 
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NO. 月日 時間 緯度 経度 水温℃ 藻の大きさ 魚種・個体数

1 5月23日 10:31 33°24.5'N 135°58.4'E 22.1 0.5m×０.5m ﾌﾞﾘ6

2 5月23日 10:35 33°24.5'N 135°58.6'E 22.0 0.5m×０.5m ﾌﾞﾘ4

3 5月23日 10:40 33°24.2'N 135°59.1'E 22.1 0.5m×０.5m ﾌﾞﾘ3，ﾊﾅｵｺｾﾞ1

4 5月23日 11:28 33°24.4'N 136°03.4'E 22.6 0.5m×1.0m ﾌﾞﾘ45，ｶﾜﾊｷﾞ科5，ｴﾎﾞｼﾀﾞｲ科1，不明種1

5 5月23日 11:30 33°24.4'N 136°03.6'E 22.6 0.5m×2.0m ﾌﾞﾘ64，ｶﾜﾊｷﾞ科8，ﾊﾅｵｺｾﾞ1，不明種3

6 5月23日 11:32 33°24.4'N 136°03.8'E 22.6 0.5m×0.5m ﾌﾞﾘ65，ﾒﾊﾞﾙ属2，ｶﾜﾊｷﾞ科11，ﾊﾅｵｺｾﾞ1，不明種8

7 5月23日 11:35 33°24.3'N 136°04.2'E 22.5 0.5m×0.5m ﾌﾞﾘ6，ｶﾜﾊｷﾞ科3，ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲ2

8 5月23日 11:37 33°24.3'N 136°04.2'E 22.4 0.5m×1.0m ﾌﾞﾘ7，ｶﾜﾊｷﾞ科1，ﾊﾅｵｺｾﾞ2，不明種4

9 5月23日 11:47 33°24.3'N 136°04.5'E 22.1 1.0m×1.0m ﾌﾞﾘ160，ﾒﾊﾞﾙ属4，ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲ3，ｶﾜﾊｷﾞ科5，ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科1，

 ﾊﾅｵｺｾﾞ1，ﾄﾋﾞｳｵ科1，不明種6

10 5月23日 12:56 33°31.0'N 136°02.5'E 19.3 1.0m×1.5m ﾌﾞﾘ5，ﾒｼﾞﾅ属1，ﾊﾅｵｺｾﾞ4，ｶﾀｸﾁｲﾜｼ(ｼﾗｽ)2

11 5月23日 12:58 33°31.0'N 136°02.5'E 19.3 1.5m×2.0m ﾌﾞﾘ1，ﾒﾊﾞﾙ属11，ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲ3，ﾊﾅｵｺｾﾞ1

12 5月23日 13:00 33°31.1'N 136°02.5'E 19.3 1.5m×2.0m ﾌﾞﾘ9，ﾒﾊﾞﾙ属12，ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲ4，ﾒｼﾞﾅ属1，ﾊﾅｵｺｾﾞ4

13 5月23日 13:02 33°31.1'N 136°02.6'E 19.3 1.5m×2.0m ﾌﾞﾘ4，ﾒﾊﾞﾙ属1

14 5月23日 13:08 33°31.1'N 136°02.9'E 19.3 1.5m×2.0m ﾒｼﾞﾅ属2，ﾊﾅｵｺｾﾞ1



高度回遊性魚類調査 
 

 

 
 

付図 1 勝浦市場に水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付図１ 勝浦市場に水揚されたクロマグロ尾叉長組成の経年変化 
  （2012～14 年の右列は紀伊水道操業の小型はえ縄による漁獲を除いたもの） 
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高度回遊性魚類調査 
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付図 2 2014 年に勝浦市場に水揚されたキハダの尾叉長組成の月別変化 
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高度回遊性魚類調査 
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付図 3 2014 年に勝浦市場に水揚されたメバチの尾叉長組成の月別変化 
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高度回遊性魚類調査 
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付図 4 2014 年に勝浦市場に水揚されたビンナガの尾叉長組成の月別変化 
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農林水産業競争力アップ技術開発事業「磯根漁場の生産力強化技術の開発」（藻場造成技術の開発） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回目  第２回目  

付図 1 比井崎（日高町阿尾地先）のクロメを中心にした県下各産地のカジメ・クロメ交雑藻体の温度別 

生長の推移 

※1 各凡例の略字は，加太：加，千田：千，比井崎：比，目津崎：目，江津良：江，串本：串， 

カジメ：カ，クロメ：ク 

※2 上から順に 15，20，25，27.5，30℃における生長率の推移  

※3 生長率は，測定時葉面積／初回測定葉面積 

※4 葉面積は，ケニス株式会社製画像計測合成ソフト フォトメジャーにより計測 

※5 換水は 2～3 日毎とし，換水時に写真撮影して葉面積を測定 
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付図 2 和歌山県沿岸各地で採集されたヒロメの形態的特徴（日高町比井崎，田辺市江川，田辺市新庄，串本

町串本，太地町太地） 
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付図 3  比井崎で採集されたヒロメの各部の形態的特徴と 40 日後の変化 

       Ａ・ａ：藻体全体像，Ｂ・ｂ：葉状部縁辺，Ｃ・ｃ：茎上部，Ｄ・ｄ：葉状部中央 

       矢印は子嚢班，胞子葉の形成を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4 比井崎で採集されたヒロメの子嚢班および胞子葉からの遊走子放出状況 

          Ａ，ａ：子嚢班，Ｂ，ｂ：胞子葉 
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
ブリ マダイイリドウイルス病 1 1
カンパチ マダイイリドウイルス病＋ゼウクサプタ症 1 1

ゼウクサプタ症 1 1
血管内吸虫症 1 1
小計 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3

マダイ ウイルス性神経壊死症 1 1 2
マダイイリドウイルス病 1 3 4
マダイイリドウイルス病＋ビバギナ症 1 1 2
マダイイリドウイルス病＋ラメロディスカス症 2 1 3
マダイイリドウイルス病＋海産白点病 1 1
エドワジエラ症 1 2 1 1 1 1 1 8
エドワジエラ症＋ビバギナ症 3 3
滑走細菌症 1 1 1 3
滑走細菌症＋ラメロディスカス症 1 1 2
粘液胞子虫性やせ病＋エピテリオシスチス症 1 1
粘液胞子虫性やせ病＋ビバギナ症 1 1
ビバギナ症 1 1 2
ビバギナ症＋エピテリオシスチス症 2 2
ビバギナ症＋ラメロディスカス症 2 1 1 1 1 6
ラメロディスカス症 1 1
ラメロディスカス症＋エピテリオシスチス症 1 1 1 3
海産白点病 1 1 2 4
海産白点病＋ラメロディスカス症 1 1
小計 3 4 3 7 5 5 6 5 2 3 5 1 49

イサキ ウイルス性神経壊死症 1 1 2
マダイイリドウイルス病 2 1 3
マダイイリドウイルス病＋海産白点病 1 1 2
海産白点病 1 1 1 1 4
小計 0 1 0 4 2 2 0 1 1 0 0 0 11

シマアジ ネオベネデニア症 1 1
クエ ウイルス性神経壊死症 1 1
クロマグロ 血管内吸虫症 1 1 4 1 1 1 9

血管内吸虫症＋骨折 1 5 3 2 1 12
骨折 1 1 1 4 1 2 10
小計 0 1 2 2 5 10 5 3 2 1 0 0 31

スマ 環境障害 1 1
トラフグ 口白症＋シュードカリグス症 1 1

ビブリオ病＋ヘテロボツリウム症＋シュードカリグス症 1 1
粘液胞子虫性やせ病 1 1 2
粘液胞子虫性やせ病＋ヘテロボツリウム症 1 1 2 4
粘液胞子虫性やせ病＋ヘテロボツリウム症＋シュードカリグス症 1 3 2 1 1 1 9
粘液胞子虫性やせ病＋シュードカリグス症 1 1 2
粘液胞子虫性やせ病＋海産白点病 1 1
シュードカリグス症＋ヘテロボツリウム症 1 1
海産白点病＋トリコジナ症 1 1
小計 0 0 3 4 2 2 1 2 2 1 3 2 22

ヒラメ ウイルス性出血性敗血症＋ビブリオ病＋海産白点病 1 1
ビブリオ病＋滑走細菌症 1 1
小計 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

オニオコゼ ビブリオ病＋滑走細菌症 1 1
クロアワビ ビブリオ病 1 1

4 8 8 18 15 24 13 11 7 5 8 3 124

水産衛生対策（海面）

合　　　　　計

付表1　平成26年度魚種別・月別魚病検査件数
魚　種 検　査　状　況

2014 2015
計



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
ブリ（稚魚） 異常なし 1 1 2
ブリヒラ（稚魚） 異常なし 1 1
ヒラマサ（稚魚） 異常なし 1 1
カンパチ（稚魚） 異常なし 1 1 2
マダイ（中間魚） 異常なし 1 1 1 3

カリグス寄生 1 1
ビバギナ寄生 1 1 2
ビバギナ寄生＋エピテリオシスチス確認 1 1
ビバギナ寄生＋ラメロディスカス寄生 1 1 1 3
小計 2 1 3 0 1 0 1 0 0 1 0 1 10

マダイ（稚魚） 異常なし 1 1 1 1 1 1 6
エピテリオシスチス確認 1 1 2
ビバギナ寄生 2 2
ビバギナ寄生＋エピテリオシスチス確認 1 1
ビバギナ寄生＋ラメロディスカス寄生 1 1 2
ラメロディスカス寄生＋エピテリオシスチス確認 1 1 2
小計 1 1 3 4 1 1 0 1 1 0 1 1 15

マダイ（受精卵） 異常なし 2 1 1 1 5
イサキ（稚魚） 異常なし 1 1 1 1 4
シマアジ（稚魚） 異常なし 1 1
クエ（中間魚） 異常なし 1 1 2
クエ（稚魚） 異常なし 1 1 4 1 1 8
クロマグロ（中間魚） 異常なし 1 1
クロマグロ（稚魚） 異常なし 2 2
トラフグ（中間魚） 異常なし 2 2

シュードカリグス寄生 1 1
シュードカリグス寄生＋トリコジナ寄生 1 1
小計 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

トラフグ（稚魚） シュードカリグス寄生 1 2 3
シュードカリグス寄生＋ヘテロボツリウム寄生 1 1 2
トリコジナ寄生 1 1
小計 0 1 1 2 1 0 1 0 0 0 0 0 6

カワハギ（稚魚） 異常なし 1 1
ヒラメ（稚魚） 異常なし 1 1
クロアワビ（糞便） 異常なし 1 1 2
クロアワビ（稚貝） 異常なし 1 1 1 3
メガイアワビ（糞便） 異常なし 1 1 2
メガイアワビ（稚貝） 異常なし 1 1 1 3
トコブシ（糞便） 異常なし 1 1 1 3
トコブシ（稚貝） 異常なし 1 1 2
トコブシ（天然貝） 異常なし 1 1

9 7 11 10 11 9 5 6 3 5 3 3 82
★ワクチン購入時の健康診断

水産衛生対策（海面）

合　　　　　計

付表2　平成26年度魚種別・月別健康診断件数
魚　　種 診　断　状　況

2014 2015
計
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★

★
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